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本書は、HATS 推進会議が著作権を保有しています。 
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１．目的 
本 Annex は TTC 標準 TTC-G-009「G3 ファクシミリＶ．３４他、相互接続試験実施ガイ

ドライン」で定めたサブアドレス通信試験に使用するＦコード 回覧板仕様として規定される

ものである。 
本仕様は、情報通信ネットワーク産業協会（ＣＩＡＪ）画像情報ファクシミリ委員会で定め

られたものである。 
本仕様はＣＩＡＪにおいて、一般家庭で実施している回覧板や電話連絡網の仕組みを、ＳＵ

Ｂコマンドを用いたファクシミリ通信を利用して実現させる機能であり、同一文書をよりスピ

ーディーに、より円滑に伝達させることを目的とし、かつ、ファクシミリ装置を広く一般家庭

に浸透させることを目的とするものである。 
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「回覧開始」

「回覧メンバー」 

Ｂ

Ａ 

回覧元 

「回覧終了」 

Ｆ

Ｅ

「回覧ルート」 

Ｃ

Ｄ 

 

２．機能概略 
 

 一般家庭での回覧板の仕組みは、回覧物をボードに挟んで、あるいは封筒に入れて家庭から家庭へ手

渡し（持ち回り）で実施している。 

 本仕様書の機能は、この持ち回りの仕組みに代わって、ファクシミリの送受信機能を使って同一文書

をグループ内に順次伝達していく機能である。これを「ＦＡＸ回覧板」と呼ぶ。 

 

つまり、図 1 のような回覧ルートがあると考えた場合、 

 

① 回覧の親元となるＡが、まず回覧メンバーの 

一人であるＢへ回覧文書を送信する。 

② 回覧文書を受信したＢは、受信した文書を 

次のメンバーであるＣへ送信する。 

③ 同様の動作で、同一の回覧文書がＣ、Ｄ、Ｅ、 

Ｆと伝達され，最後にＦが回覧の親元Ａに 

送信したところで一連の回覧が終了する。 

 

 

 
本仕様書では、回覧の親元を “回覧元”、 

その他の人を “回覧メンバー”、 

回覧元から回覧元に返ってくるまでの一連のルートを    図 1 回覧ルートの例 

“回覧ルート”、ルート識別に用いる識別子を 

“グループ ID”と呼ぶことにする。 

 

回覧ルートのメンバー全員が「ＦＡＸ回覧板」対応ファクシミリを使用して、この機能は成立する。 

 

「ＦＡＸ回覧板」対応ファクシミリとは、回覧元としての機能、及び回覧メンバーとしての機能の両機

能を有しているファクシミリのことである。 
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３．詳細仕様 
 

 ＦＡＸ回覧板では、基本動作としてＳＵＢコマンドを利用する。 

また、本機能に対応するファクシミリ装置は、以下の項目に示す機能を備えていなければならない。 

 

３．１基本機能 

① メモリー送受信機能を有すること 

• メモリー容量はＡ４、７００文字程度の標準原稿を標準画質（８dot/mm×３．８５Line/mm）

で２０枚以上の蓄積能力があることを推奨する。 

 

② 自動着信機能を有すること 

• ユーザー設定により手動着信も可とする。 

 

③ 受信した文書を次のメンバーへ自動的に送信する機能を有すること 

• 発信元情報、カバーシート等を付加することなく、回覧元からの文書を送信すること。 

• ユーザー設定により手動送信も可とする。 

 

④ 受信した文書内容をユーザーが確認できる機能を有すること 

 

⑤ 文書内容の確認終了、及び次メンバーへの送信終了後、受信文書を消去する機能を有すること 

• 消去の条件はメーカーマターとする。 

 

⑥ 通信プロトコルでＳＵＢコマンドの送受信機能を有すること 

• ＤＩＳ、ＤＣＳのｂｉｔＮｏ．４９で宣言をする。 

• ＳＵＢは 1回覧ルート毎に定めたグループＩＤとして扱う。 

• 既設定以外のグループＩＤが送られてきた場合はプロトコルエラーとするか、別のアプリケー

ションとして処理するか、はメーカーマターとする。 

• ＳＩＤは必須ではないが、機密保持の為に使用することはメーカーマターとする。 

 

⑦ 通信エラーが発生した場合は送信側 にて、回覧元へ自動的にエラーレポートを返す機能、ある

いは、通信エラーとなった事をユーザーが確認できる機能のいずれかを有すること 

1) 回覧元へ自動的にエラーレポートを返す場合は以下のように処理すること 

• 通知する内容としては、以下の４項目は必須とする。 

1） レポートの名称（例えば、「ＦＡＸ回覧エラーレポート」等） 

2） 日付・時刻 

3） グループＩＤ 

4） 自局の電話番号 

• エラー内容を通知することが望ましいが必須とはしない 

• レポートのフォーマットに関してはとくに規定しない。 
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• 回覧板エラー、または、同等の意味を含ませる事。 

• レポートを画像データとして送信する。 

• ＳＵＢコマンドは使用しない。 

2) 通信エラーとなったファクシミリ装置自身にエラー通知する場合は以下のように処理するこ

と 

• 通知する内容としては、以下の３項目は必須とする。 

1) 回覧板のエラーである旨 

2) 日付・時刻 

3) グループＩＤ 

• エラー内容を通知することが望ましいが必須とはしない 

• フォーマットに関しては特に規定しない。 

• 取扱説明書に“回覧板のエラーが通知された時は回覧元へ連絡してください” 

あるいは同等の記載をすること。 

 

⑧ 回覧元はエラー通知を受信したら、回覧途中のメンバーへ回覧を再開できること 

• 再開手段については、メーカーマターとする。 

 

⑨ 回覧元は同一のＳＵＢコマンドを受信したら回覧動作を終了させる機能を有すること 

• 回覧元は、自分が送信指示をした回覧のグループＩＤと同一のグループＩＤを検出した場

合、一連の回覧動作が終了したと判断し、次宛先への送信は行なわない。 

 

⑩ 送信側でフェーズＢに入った後エラーが発生した場合は、リダイアルを行わずに⑦の処理を行う 

 

⑪ 受信側でエラーが発生した場合は次宛先に回覧しない 

 

 

 

３．２設定・登録項目 

回覧ルートごとに次の項目の設定を必須とする。 

① “回覧元／回覧メンバー” の区別 

② “グループＩＤ” 

③ “次宛先の電話番号” 

④ “回覧元の電話番号” 

⑤  各ルートごとに “設定変更・解除” の機能 

 

④ の回覧元電話番号の登録は、①の設定で“回覧元”を設定した場合は省略してもよい。 

また 3.1 の⑦で規定したように自局でエラーを通知し、回覧元へ自動的にエラーレポートを返さない場

合も④の回覧元電話番号の登録を省略してもよい。 
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３．３各端末の機能 

 

回覧元／回覧メンバーとに分け、それぞれ必要とする機能をまとめてみると表 1 の通りとなる。 

表 1 回覧版機能 

端末分類 機能名称 機  能  概  略 備 考 

回覧ルートの 

初期登録 

自分の端末を「回覧元」として登録する。 

｢次宛先の電話番号｣を登録する。 

｢グループＩＤ｣を登録する。 

 

 

 

 

 

グループＩＤ指定 

回覧指示 

上記登録したグループＩＤをＳＵＢコマンドに指

定して、回覧メンバーに対して原稿の送信を行な

う。 

 

 

 

 

エラー通知の受信 回覧メンバーより返送されるエラー通知を受信す

る。 

ＳＵＢコマンドのない通常の画像受信。 

 

 

 

 

 

回覧の再開 

（エラー検出時） 

回覧元は、エラー通知を送信してきたメンバーを判

別し、エラーしたメンバーの次のメンバー、あるい

はエラーしたメンバーから回覧を再開させる。 

 

 

 

 

回覧元 

回覧終了 回覧元が指示したＳＵＢコマンドを受信すること

により、回覧が終了したと判断し、次宛先への送信

は行なわない。 

 

 

 

 

 

回覧ルートの 

初期登録 

自分の端末を「回覧メンバー」として登録する。 

｢次宛先の電話番号」を登録する。 

｢グループＩＤ｣を登録する。 

 

｢回覧元の電話番号」を登録する。（必須ではない） 

 

回覧文書の受信 受信したＳＵＢコマンドの内容が、既設定のグルー

プＩＤと一致した場合に、回覧文書として受信す

る。 

 

 

回覧文書を次宛先

へ送信、及び 

文書内容の確認 

受信した回覧文書を既設定の次宛先に送信する。 

また、文書内容の確認を実施する。 

送信終了、文書内容の確認終了したら、受信文書を

消去する。 

 

消去条件に関し

てはメーカーマ

ター 

エラー通知 正常に送信ができなかった場合、 

1)送信機側から回覧元に対してエラーレポートを

送信する。 

2)送信機自身にエラーを通知する。 

1),2)のいずれか

の機能を搭載し

ている事を必須

とする 

 

回覧メンバー 

受信エラー 正常に受信ができなかった場合、次宛先への回覧を

行わない。 
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４プロトコル 
４．１通信手順 

通信手順を図２に示す。 

１）回覧板送信（１ページ）   ２）回覧板送信（解像度変更２ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１） ＳＵＢコマンドを回覧板のグループＩＤとして扱う 
• 回覧板のグループＩＤを何番にするか、あらかじめ回覧メンバー間で取り決めをしておき、

各々のメンバーが自分のファクシミリにそのグループＩＤを登録しておかなければならない。 

• 一致しないグループＩＤを受信した場合にエラーとするか、別のアプリケーションとして

処理するかについては特に定義しない。 

 例として “０９” と “９” は不一致と判定する。 

注２） （ＳＩＤ）／ＳＵＢを出さない、または同じ（ＳＩＤ）／ＳＵＢを出す。 

図 2 通信手順 

発呼 被呼 

call 

(NSF)/(CSI)/DIS 

(SID)/SUB/(TSI)/DCS 

TCF 

CFR 

PIX 

EOP 

MCF 

DCN 

注１）

発呼 被呼 

call 

(NSF)/(CSI)/DIS 

(SID)/SUB/(TSI)/DCS 

TCF 

CFR 

PIX 

EOM 

MCF 

DCN 

(NSF)/(CSI)/DIS 

(TSI)/DCS 

TCF 

CFR 

PIX 

EOP 

注１） 

MCF 

注２） 
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４．２ ＤＩＳ／ＤＴＣ／ＤＣＳのビットＯＮ／ＯＦＦ条件 

DIS/DTC/DCS のビット ON/OFF 条件を表２に示す。 

表 2  DIS/DTC/DCS のビット ON/OFF 条件 

Bit 

No. 
意味 DIS/DTC DCS 

49 Subaddressing capability & function SUB 受信可能時 ON SUB 送信時 ON 

50 Password or Sender ID SID 受信可能時 ON SID 送信時 ON 

 

 

４．３ ＳＵＢ／ＳＩＤのＦＩＦ 

 

１）ＳＵＢの番号体系 

ＳＵＢに格納する番号は回覧のグループＩＤとし、使用できるものは０から９の数字のみで、TTC

標準 JT-T33 との整合性を考慮して‘＃’‘＊’を使用しないこととし、桁数は１から２０桁の任意

とする。勧告上では途中桁のスペース（２０ｈ）も禁止していないが扱いが煩雑となるため使用しな

いこととする。 

 

２）ＳＩＤの番号体系 

ＳＩＤに格納するパスワードの番号としては，０から９，‘＊’，‘＃’を使用可能とする。また，

勧告上では途中桁のスペース（２０ｈ）も禁止していないが扱いが煩雑となるため使用しないことと

する。桁数は１から２０桁の任意とする。 

 

３）フォーマット 

ＳＵＢ／ＳＩＤのＦＩＦへの情報の格納フォーマットは図 3 の通り。 

この例では’１２３４５’を送信するケースを示している。回線への送出順序は最下位桁から最上位

桁とし、以降をスペースで埋めるものとする。 

 

 

Ｆ Ｆ Ａ Ｃ ＦＣＦ ＦＩＦ ＦＣＳ Ｆ 

 

 

３５ ３４ ３３ ３２３１ ２０ ２０ ２０２０２０２０２０２０２０２０２０２０ ２０ ２０ ２０

図 3 SUB/SID の FIF への情報の格納フォーマット 
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５通信エラー時の対応 
５．１エラーの通知について 

 メンバー間でエラーが発生した場合、送信側にて、自動的に回覧元へエラーレポートを返すか、

あるいは、送信側が、自局でエラーを通知する、こととする。 

自局でエラーを通知する場合は、ユーザが回覧元に連絡することを期待している。 

    回覧元はエラーレポート、あるいは電話による連絡によって回覧が中断したことを知り、必要

な個所から回覧を再開することが出来る。  

 

エラーレポートの参考例を図 4に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

• 回覧板エラー、または、同等の意味を含ませる事。 

図 4 エラーレポートの参考例 

 

 エラー通知の参考例（ＬＣＤ画面への表示）を図 5に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 エラー通知の参考例 

 

 ＦＡＸ回覧 エラーレポート 

グループＩＤ： 

エラー内容： 

ヤマダマモル ０６－１２３４－４５６７ 

２０００年 ０２月 ０７日 １４：００ 

相手話中 

自局電話番号： 

日 時： 

       ＦＡＸ回覧 エラー 

日時：２０００年 ２月 ７日 １４時００分

グループＩＤ：１２３４５６７８９０ 

１２３４５６７８９０ 
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５．２ 回覧の再開について 

エラーが発生した場合、図 6、表 3に示すように、回覧元からの操作により回覧を再開させる 

ことができる。 

 

 

① Ｃ－Ｄ間でエラーが発生した。 

② Ｃは回覧元へエラーレポートを返す。 

またはエラーの通知を行う。 

③ 回覧元Ａは、ＤまたはＥに同一文書を 

再送する。 

④ Ｅ→Ｆ→回覧元と送られ回覧終了となる。 

 

 

 

 

【回覧元の判断に委ねる内容】 

• ＤまたはＥのどちらへ再送すべきか 

• 回覧が終了し、最終結果としてＤへの     図 6 回覧の再開図 

伝達が未達となった場合の、Ｄへの伝達 

方法。 

表 3 回覧の再開 

通信結果 

Ｃ（TX） Ｄ（RX） 

Ｃ 

（送信側）の処理 

Ｄ 

（受信側）の処理 
回覧元の処理例 

○ × ― 

 

回覧をまわさない 

F,E,D と逆順に受信 OK

かを確認し E（又は D）

に回覧再開 

× ○ 
回覧元へのエラー通知 

(送信失敗) 
回覧をまわす 

D に受信 OK かを確認し

OK ならば何もしない 

NG ならば D または E に

回覧再開 

× 

 

― 

(不応答） 

回覧元へのエラー通知 

（相手不応答） 

― 

 

D に受信 OK かを確認し

OK ならば何もしない 

NG ならば D または E に

回覧再開 

× × 
回覧元へのエラー通知 

（送信失敗） 

回覧をまわさない 
E（又は D）に回覧再開

 

  

 

 

 

 

①［ｴﾗｰ発生］

   ［再送］   ③  

②  ［エラー通知］   

Ｆ

Ｅ

Ｄ 

Ｃ

Ｂ

［回覧開始］ ［回覧終了］
Ａ： 

回覧元 



13/16 
HATS-F-102.3-V1.0 

 
 

 

６ オペレーションマップ 
 

Ｆコード機能を使用する場合のオペレーションマップの参考例を図 7 および図８に示す。 

専用キーを設けることが望ましいが、必須とはしない。できるだけ簡単操作で設定メニューへ入れるよ

うな操作が望ましい。 

ＦＡＸ回覧専用キーがある場合 

 

 

 

   FAX 回覧ｷｰ押下 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 7 オペレーションマップ（FAX 回覧板専用キーがある場合） 

ﾒﾆｭｰ２ 

ﾒﾆｭｰ 1 

ルート登録 ルート１ 

ルート２ 

ルート３ 

ルート１ 
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Ｆコード専用キーまたは機能選択キーで設定する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：ＦＡＸ回覧の送信指示はルート登録で「回覧元」を設定したルートのみ有効となる。 

図８ オペレーションマップ（FAX 回覧板専用キーがない場合） 

 

７その他 
 

【自動着信について】 

• 説明書等に自動着信で使用する旨を記述することが望ましい。 

 

【ＥＣＭ機能について】 

• 画質劣化を考慮し、ＥＣＭ機能の搭載を推奨する。 

 

【回覧元設定について】 

• 回覧元は 1つの回覧ルートに対して一人だけである。 

• エラーレポートを回覧元へ送信する場合、誰が回覧元になるかを回覧のグループ内で話し合い、

回覧機能を使用する前に登録しておかなければならない。また、回覧元が変更となる場合、登録内

容の変更をしなければならない。 

 

機能選択 親  展 

ﾒﾆｭｰ１ 

Ｆコード専用キー 

押下、 

または機能選択 

Ｆコード親展・掲示板編、 
および 
Ｆコード中継同報編を参照のこと 

 ﾒﾆｭｰ２ 

掲 示 板 

ﾒﾆｭｰ４-２ 

ルート登録 ルート１ 

ルート２ 

ルート３ 

ルート１ 

ルート２ 

ルート３ 

ﾒﾆｭｰ４-1 
各ルートで 

①回覧元／メンバー 

 の選択 

②グループＩＤ 

③次宛先番号 

④回覧元番号 

を登録 

各ルートで 

相手先番号の確認、

及び変更後、 

スタート 

ﾒﾆｭｰ４ 
回覧板 
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【同一ルートに複数回覧の発生について】 

• 回覧元において、先に開始した回覧が戻ってくる前に、次の回覧を開始すると複数回覧が発生す

るが特に回覧元の装置において禁止はしない。 

• また送信側ＮＧ、受信側ＯＫと判断した場合、回覧元から同一文書が再開され、同一ルートに複

数回覧されるケースが発生する場合がある。 

• 各端末は複数文書が回覧された場合の対応はメーカーマターとする。 

 

【回覧ルート数について】 

• 回覧ルート数は３ルート程度の登録を可能とすることを推奨する。 

例： 学校関係、自治会、サークル等 

図 9に登録例を示すが、各ルートの登録毎に別々のグループＩＤを設定しておかなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 登録例 

 

 

 
  回覧ルート３ 
 （サークル関係） 

グループＩＤ＝２４６８０１３５７９ 

 
  回覧ルート２ 
  （自治会関係） 

グループＩＤ＝９８７６５４ 

 
  回覧ルート１ 
  （学校関係） 

グループＩＤ＝１２３４ 

F２

E２

F３、D２ 

F１、B２

A2 
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D１、B3

C1 

B1 

A1 

回覧元 

E３ 

D３

C３ 

E１、C２

A3：回覧元
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【送信中のＳＴＯＰキーでの中断処理について】 

• 全てのメーカーで処理を統一することは困難であるため、メーカーマターとする。 

 

【ﾍﾟｰｼﾞ途中での会話予約処理について】 

• 最終ページのみ応答することが望ましい。 

• 途中ページでの応答は全メーカーで処理を統一することは困難であるため、メーカーマターと

する。 

 

【解像度・原稿サイズ・属性の変換機能について】 

• 受信機の能力に合わせた変換（例：線密度 15.4Line/mm→7.7Line/mm、原稿幅 B4→A4、ECM→

nonECM 等）ができることを推奨する。 

 

 

 

 
 


